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　　　The author of this paper taught English for 15 years at several senior high 
schools, worked for the Okayama prefectural/municipal board of education for 10 years, 
and has been in charge of the teacher training course for those 10 years at NDSU. In 
the Part Ⅰ of this paper published in 2014, the author reported on the ten-year record 
of the English teacher training program at NDSU with special reference to the practical 
structure both in and out of the curriculum.  
　　　This paper focuses upon the concrete content of, and the detailed teaching 
approaches to the teacher training program.
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　はじめに
　文部科学省では，英語教育を抜本的に改善する目的で，平成 14 年７月 12 日に作成され
た「『英語が使える日本人』の育成のための戦略構想」に基づき，同年度３月 31 日に総合
的なアクションプランとして行動計画を策定した。この行動計画に沿って，平成 20 年度ま
でに５カ年計画で全国の英語教師が集中研修を受講し，平成 18 年度から大学入試センター
試験にリスニングテストが導入され，平成 23 年度から小学校５，６年生に週１時間ではあ
るが外国語活動が導入されることになった。このように，英語教育は単なる教科という枠
組みを超えた国民的関心事となっていると言える。我が国が目指している「英語が使える
日本人」の育成は，日々子どもに接する教員の実践を通して実現されるものであり，教員
の指導力は極めて重要である。教員の指導力育成のためには，現役英語教員の不断の研修
が必要であるが，大学における教員養成段階での指導も大きな役割を果たすことになる。
　前稿第Ⅰ部においては，現在の日本の教員養成制度のもとで求められる教師像を整理し，
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日本における英語教育政策の変遷を概観して求められる英語教員像を論じた後に，本学に
おいてこの 10 年間で整備した英語教員養成カリキュラムの全体像をまとめた。
　本稿第Ⅱ部においては，本学の英語教員養成カリキュラムの具体的内容とその指導方法
を詳細に記述して実践報告とする。　
１　本学が養成を目指す英語教師としての三つの資質
　ここでは前稿第Ⅰ部２（２）ですでに述べた本学が養成を目指す英語教師像を基に，英
語教師としての三つの養成課題を定義しておく。
　
　（１）英語力の養成
　良い英語教師はまず英語の運用能力がなければならない。まず英語教師に要求されるべ
きことは英語そのものに十分堪能でなくてはならないということであろうし，このことに
異議を唱える人もいないであろう。生徒の英語学習の目標が英語を聞いたり話したり，読
んだり書いたりする能力を身に付けることにある以上，その生徒を教える教師も英語によ
る理解と表現が自由にできなくてはならない。教師に十分な英語の運用能力がなければ，
生徒の運用能力を伸ばすことが難しいからである。
　それでは英語教師に求められる英語運用能力はどのようなものであろうか。「『英語が使
える日本人』の育成のための行動計画（文部科学省，2003 年７月）」で示された，英語検
定準１級，TOEFL 550 点以上，TOEIC 730 点以上が一つの指標として考えられているが，
この点で合格点が取れる英語教師が意外に少ないということが判明した。「国際共通語と
しての英語力向上のための５つの提言と具体的施策（文部科学省，2011 年７月）」の中で，
実際に上記で示した資格・スコアを取得している英語教員は公立中学校で 24％，公立高
等学校で 49％と低く，外部検定試験を受検したことのない教員も中学校で４割，高校で
３割いたことを公表し，国や教育委員会は外部検定試験を受検するよう促すとともに，達
成状況を把握・公表するとした。
　（２）実践的指導力の養成
　英語教師は英語の運用能力があり，その文化や背景に精通していても，それだけでよい
というものではない。次に，英語の教え方が上手でなければならないということが，英語
教師に求められる必須の条件である。生徒は自分の先生の教え方に対して敏感であるし，
期待もしている。授業の目標を設定し，どのような教材を用い，どのような年間計画で，
どのような指導法によって授業を進めるかは，生徒にはコントロールできないのであり，
すべては教師の責任で行われるからである。　
　したがって，大学では教科をどのように教えるかについての教科教育法に関する科目が
教員免許取得のための必修科目となっている。大学で学んだ外国語教授法の理論をもとに
しながら，英語教師のおのおのは，それぞれの授業実践を通して自分なりの指導法を創り
上げていくのであるが，教授法の中でこれが最善というものはなく，多くの場合，いろい
ろな教授法の折衷案を自分で探し出すことになる。いずれにしても，理論を学ぶことによ
り，俯瞰的な視野を持って授業に臨み，実際の授業実践を通して生徒から生のデータを収
集・分析して授業改善に活かしていくような，いわゆる理論と実践を融合させるような姿
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勢で授業に臨むことが求められている。
　（３）幅広い人間性の養成
　英語教師の仕事は英語の授業を行うことにより生徒の発達段階に応じた教育を施し，そ
の人格の完成を目指し，平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な資質を養うこと
にある。したがって英語教師は英語の授業を行うにとどまらず，学級経営，部活動の指導，
進路指導や教育相談等のガイダンス，学校内外での生徒指導，家庭や地域社会との連携な
ど，極めて多忙かつ厳しい環境で勤務しているのである。さらに最近は社会の変化が著し
く，学校教育，家庭教育，社会教育の在り方が大きく揺らいでいる面があり，社会全体が
教育についての自信を失っているような状況の中で，学校教育への期待はますます大きく
なっている。このような現状では，英語教師は単なる英語授業者にとどまることなく，生
徒指導等も含めて生徒の教育そのものに責任を持たなければならない。その意味でも，英
語授業を行う前提として，より良き教師，より良き教育者になるべく努力することがまず
第一に英語教師に求められるであろう。「子どもの成長と共に教師も成長する。また，そ
うでなくてはやっていけない職業でもある。」と古くから言われているように，教師の人
格的成長はその教職人生全体の中で図られるものである。
　本学においては，キリスト教精神に基づくリベラル・アーツ・カレッジとしての教育・
研究を通して，真の自由人を育成すること，並びに生きることの意義を追求することを教
員養成の理念としており，大学教育全体でこの資質の育成を目指していると言える。
２　英語力の養成
　（１）求められる英語力とは
　①英語運用能力
　著者は，学生たちには大学時代のうちに英語検定準１級を取得できるように計画的に
取り組むよう指導しているが，この壁を越えるのはなかなか大変である。ただし本学では，
準１級のみならず約３年に一人は英語検定１級を取得しており，学生たちも自覚して努
力しているようである。２，３ヶ月の間，英語圏の国に語学研修にいけば，英語を使いこ
なすことができるようになるわけではない。自己の英語運用能力を伸ばすには，地道な
努力が必要であるが，今日では，英語のインプットを浴びる状況は，外国へ行かずとも
自分の創意工夫次第で居ながらにして創り出すことが可能である。テレビの二カ国語放
送のプログラム，BS，英会話の番組を見たり，ケーブルテレビを引けばいつでも CNN，
BBC などの放送が自由に見ることができる。英字新聞や英語雑誌なども手軽に入手でき
る環境にあり，最近ではインターネットにより必要な資料がいつでも手に入る。日々，
心がけて，英語との接触を自分の日常生活の一部として，運用能力の習得に励んでいく
ことが必要である。
　②言語と文化
　学習指導要領の外国語科の目標の一つに，「外国語を通じて，言語や文化に対する理解
を深める」とあるように，その言語の仕組み，使われている言葉の意味や働き，その言語
の背景にある文化について教師自身が精通していることが大切である。学習者である生徒
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が日本人であるから，日本語と日本文化との対比において捉えるという視点が求められる。
この点については，いかに外国語として英語を教える訓練を受けた英語のネイティブ・ス
ピーカーであっても，日本人の英語教師には及ばないところである。英語の運用能力さえ
あればよいというのであれば，英語のネイティブ・スピーカーが一番良いということにな
るが，そうではないのである。
　また，教材をより深く生徒に理解させるためにも，英語教師は，英語の文化・背景に通
じていることが求められる。英語圏の文化・背景だけでも膨大な内容になるわけであるが，
著者の研究室の教科書分析調査では，最近の教科書は英語圏以外の多様な国々を取り扱う
傾向にあり，教科書に沿って，それらの国々の気候・風土だけでなく，異なる地域に暮ら
す人々の価値観等についても知見を深めておく必要がある。この点は，国際理解教育の必
要性が叫ばれている現代では特に重要になってくるものと考えられる。
　③言語習得理論・学習者研究等
　現代の言語学及びその周辺学問の発展はめざましく，英語教師がその指導において参考
となる研究成果が数多く発表されている。目新しい理論に無批判にとびつくことがないよ
うに注意しながら，学生時代からその研究領域を知っておき，教師となってから必要に応
じて研究する準備を整えておくことは，英語に関する自分自身の教育観や指導観の確立に
大いに役立つであろう。以下に，著者が学生に提示している領域のいくつかを挙げておく。
　ⅰ学習者の年齢・性格・適性　　　　　　ⅱ学習者のニーズ・動機づけ・ビリーフ
　ⅲインプットやアウトプットに関する言語モデル　ⅳ学習と認知にかかわる要因
　ⅴ外国語学習の因果モデルと学習者論
　（２）授業内プログラム
　①「英文法」・「英語音声学」（英語英文学科基礎的必修科目）
　教育職員免許法の一部改正（1999 年）により，「教職に関する科目」の充実が図られた
ことは今後の学校現場における教育課題に対応するためには望ましいことではあったが，
その一方で，「教職に関する科目」が増えたことにともなって，「教科に関する科目」は，
40 単位から 20 単位へと半分に減らされた。加えて，英語学，英米文学，英語コミュニケー
ション，比較文化の各区分からそれぞれ最低１単位取れば充足することとなり，英語の専
門科目が教職課程において占める比重が非常に軽くなってしまった。極端に言えば，英語
音声学を大学で履修しなくても教員免許状が取得できることを意味しており，この一部改
正は英語教員の英語力養成に関しては，諸刃の剣と言うことができる。本学教職課程にお
いては，この点を重要視して，「教科に関する科目」を免許法が定める必要単位数 20 単位
に対して 48 単位を設定して英文法並びに英語音声学を必修とし，両科目とも著者が講義
を担当している。
　従来から，「日本では学校で文法を重視し過ぎて学んでいるため英語が使えない」とい
うような誤解があったように思われるが，文法の学習はコミュニケーション能力の学習と
対立するものではなく，円滑にコミュニケーションを行うとともに，豊かな内容を伴うコ
ミュニケーションを行うためには，正しい文法の基盤が必要不可欠である。その意味で，
文法を，コミュニケーションを支えるものととらえ，コミュニケーションを実際に行う言
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語活動と効果的に関連付けて指導することが重要であることを示した改訂学習指導要領
は，大きな意義を持つものである。こういう観点から，本学では英文法の基礎を徹底して
学ぶことを重視しており，前稿第Ⅰ部でも述べたように学生の自主学修を促進するための
学生合同研究室に 50 冊程度の文法書（中学生向けから英語教師向けまでの各学習段階別
のレベルの文法書）を整備している。また将来，教室で生徒たちに正しい発音指導が可能
となるように英語音声学の講義において英語音声の基礎・基本を徹底的に指導している。
　②「英語科教育法Ⅰ」・「英語科教育法Ⅱ」・「英語科指導法演習Ⅰ」
　前述した免許法上の問題点を考慮して，本学では英語教員としての英語力育成科目であ
る「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ」に加えて，実践的指導力育成科目である「英語科指導法演習Ⅰ
･ Ⅱ」のうち「英語科指導法演習Ⅰ」をこの科目群に入れて学生の英語力養成を強化して
いる。このことは本稿３（２）で後述する「英語科指導法演習Ⅱ」の指導方法を工夫する
ことにより可能としている。これらの科目における指導内容は次ページに示した表１のと
おりである。
表１　英語力養成科目の指導内容①
　上述した指導内容に加えて，各講義では毎時間，学生の英語力育成の動機づけとなるよ
う授業開始時の 10 分間に次の表２に示したような独自の指導を実施している。
科　目　名 指　　導　　内　　容
英語科教育法Ⅰ
○「個人英語学習歴」，「英語学修年間計画表」の作成・提出
○国際社会における英語　　○英語科教育の目的論　　
○英語科教育課程論　　　　○学習指導要領の理解
○第二言語習得理論　　　　○言語要素の指導
○ ALT とティームティーチング
英語科教育法Ⅱ
○外国語教育の本質　　　　○教材作成の理論
○コミュニケーションをめぐる考察
○コミュニケーション重視の教授法
○英語授業の原理　　　　　○４技能の実際的指導法　　
○英語学力の養成
英語科指導法演習Ⅰ
○異文化理解への対応　　　○日本語の発想・英語の発想
○外国語教授法の変遷　　　○日本に影響を与えた教授法
○学習指導要領と学習指導案（理論と実践）
○教室における指導例　　　○教育機器の利用法
○評価の考え方と進め方　　○学習者研究の在り方
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表２　英語力養成科目の指導内容②
　表２中の英語スピーチのテーマ例及び英語寸劇の題材例は次ページの表３に示すとおり
である。
表３　英語スピーチのテーマ例及び英語寸劇の題材例
　講義最初の 10 分間を利用した指導に加え，講義終了前５分間ではそれぞれの講義内容
についての振り返りとして二人ペア（毎時間異なるペアとなるよう指導している）となり，
講義内容について学生相互で「学び合い・教え合い」を行っている。この時間設定の趣旨
とその意義については，のちの３（３）で詳しく述べることとする。
　（３）授業外プログラム
　①外部検定試験の活用
　表１で示したように教職履修学生にとっての最初の教科に関する科目である「英語科教
育法Ⅰ」の講義第１日目には，学生たちに各自の個人英語学習歴を振り返りさせるととも
に，今後の大学生活における英語学修の具体的年間計画の作成を求めている。前述したよ
うに今後の英語教員を目指す学生には英語検定準１級以上の取得が求められており，本学
でも学生たちには卒業までに自己の英語力を証明するために外部検定の受検を求めてい
る。前稿第Ⅰ部でも紹介したが，本学では TOEIC 並びに英語検定の団体テストをとおし
科　目　名 指　　導　　内　　容
英語科教育法Ⅰ
○英語 3 分間スピーチ（事前にテーマを予告）
○英語教科書音読（先生役学生が他の学生に斉読を指導）
○英語寸劇等（授業当日に題材を提示）
英語科教育法Ⅱ
○英字新聞３分間スピーチ（事前配布の新聞から各自でテーマ
　を設定して行う）
○英文暗唱（1,000 字程度の英文を指定・３ヶ月間で準備）
英語科指導法演習Ⅰ
○英字新聞３分間スピーチ
○大学使用教科書の英文音読（学期末に個別に授業外で実施）
* 各スピーチでは，終了後に英語で質疑応答を実施している
言　語　活　動 テ　ー　マ　例　及　び　題　材　例
３分間スピーチ
○ My Unforgettable Teacher
○ What I Value Most in My Life
○ My New Year's Resolution
○ Merry Christmas to You
英語寸劇等
○新聞４コマ漫画
○日本の風物・日本人独自の考え方等を外国人に説明
○日本英語検定試験等の実際の出題問題を活用
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て学生たちを支援しているところである。英語検定の具体的支援としては，１次試験合格
者の希望者を対象に著者の研究室で２次試験対策のための面接練習を実施している。
　
　②学生合同研究室の活用
　前掲２（２）②で述べたように，本学では学生合同研究室を設置して学生の自主的学修
を支援しているが，この部屋には英語教育に関わる書籍や各種文法書の他にも豊富な量の
リスニング教材や速読教材を備えている。学生たちはこれらの教材を積極的に利用しなが
ら自己の英語力の養成を学生生活の一部とするよう努力を重ねている。
３　実践的指導力の養成
　（１）求められる実践的指導力とは
　実際の学校現場において授業を実施するには，教科に関する知識があればそれでよいと
いうわけにはいかない。学級崩壊が問題になっている現在では，教室を真の学びの場とする
ためには教師側の訓練された実践的指導力が求められている。本項では，授業実施能力と
生徒への対応力という二つの観点から著者が学生たちに指導している事項を整理して示す。
　①授業実施能力
ⅰ英語の発音は正確で十分な声量があるか。
　母語話者である ALT の発音が良いのは当たり前であり，日本人英語教師が懸命に努力
して身につけた発音こそが生徒には大きな目標となる。教師が正確で十分な声量で英語を
発音しているかどうかは大きな評価の観点である。
ⅱ指導のポイントを押さえているか。
　授業には与えられた課題がある。いかに授業の進行が巧みであっても，この課題に応え
ていない授業では評価されない。毎日の授業における指導のポイントはどこにあるか。そ
のポイントを押さえて教師はどのように授業を展開しようとしているのか。これらの点を
意識しながら，授業時間を適切に使う能力が必要である。
ⅲ発問・板書は意識しているか。
　教師が一方的に説明して終わる授業には生徒はついてこない。毎日の授業ではこの点を，
はっきりと意識しておきたいものである。生徒中心の授業を組み立てるには何が必要であ
るかを日々意識して授業に臨みたい。教師の発問次第で授業そのものが大きく変わるもの
である。
　また，板書は授業の要点を簡潔に示すだけでなく，生徒がノートを整理しやすく自宅で
の自学自習を可能にするようなものでありたい。常に活用の在り方を検討しておきたい。
　②生徒への対応力
ⅰ笑顔で楽しい雰囲気で進めているか。
　授業の巧拙以前に，授業で最も大切なのは「教師としての熱意」と「生徒と向き合う姿
勢」である。大きくて聞き取りやすい明瞭な声で，明るい笑顔で授業を進めているか。　
ⅱ想定外の出来事に備えているか。
　授業では，生徒が黙って授業を聞いているとは限らない。故意に先生を困らせるような
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質問をしたり，私語をしたりして教師がどのように対応するかを見ようとするかもしれな
い。各生徒の実態を把握しておきながら注意すべきところはしっかり注意するなど，慌て
ずに落ち着いて授業を進めたい。
ⅲ生徒との間に信頼関係が築けているか。
　教育に関する格言の中に「人は好きな人からしか学ばない」というものがある。いかに
英語の知識があり，指導技術が巧みであっても，生徒との間に人としての信頼関係がなけ
れば良い授業は成立しないものである。心底から相手の立場に立って，大きな気持ちで受
けとめることができれば，授業だけではなく生徒指導においても必ず望ましい方向に生徒
を導いていくことが可能であることを学生たちには理解させたい。
　（２）授業内プログラム
　①「英語科指導法演習Ⅱ」（模擬授業）
　教科指導法の講義をとおして学習指導案の作成を学び，幾度となく自分の頭の中でイ
メージトレーニングを積んで練習したとしても，授業は生き物であり，指導案はどれだけ
検討を重ねたとしても「案」という文字がとれない授業の設計図にすぎない。しかし，い
かに授業そのものが予測の付かない難しいものであったとしても，実習に出てから１週間
程度の授業観察を経て，その後すぐに生徒に授業を行うというのは実習生にとっても負担
が大きく，同時にそういう実習生の授業を受ける生徒にとっても不幸である。全国的に教
育実習がいわゆる「実習公害」と言われ，担当教員が実習終了後に授業のやり直しを余儀
なくされるケースが後を絶たないという現実も残念ながら指摘されている。ところが一方
で，受入校の先生方から，若く希望に燃えた教育実習生が学校現場に活気と刺激を与えて
くれているし，真剣に授業に取り組んでいるという声も多く寄せられているのも事実であ
る。後者のような実習生になるためには，情熱だけではなく，訓練された授業実施能力が
必要である。授業というものは，情熱や生徒への愛情だけで成り立つような甘いものでは
なく，しっかりとした指導技術があって初めて成り立つものであるからである。
　この点を補うために本学では，実習前のこの講義の中で模擬授業を実施して学生たちに
経験を積ませており，学生たちも自主的にグループをつくり，自分たちで学生役，教師役
を務めてロールプレイのように工夫を凝らしながら模擬授業に取り組んでいる。
　著者はこの講義において実施する模擬授業の目的を，次の三つとして事前に学生たちに
も提示して十分理解させた上で取り組ませている。
　ⅰ講義で学習してきた外国語教育や言語習得に関する理論や自分自身の外国語教授観　
　　 と，実際の教室現場とのギャップを認識すること。
　ⅱ生徒としての視点と教師としての視点の違いを認識すること。
　ⅲ 自分の教え方を振り返り，自分に現時点でできることとまだできないことを把握して
今後の改善点を認識すること。
　なお，前掲で述べたように教育職員免許法の一部改正により「教職に関する科目」の増
加のため，「教科に関する科目」減となったことの影響を最小限に抑えるため，英語英文
学科では他の学科と異なり演習科目２科目を演習理論（「英語科指導法演習Ⅰ）と演習実
践（「英語科指導法演習Ⅱ）とに分けて実施している。そのため，この科目には以下の特
色を持たせて実施している。
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ⅰ  AC(Active Learning) 理論や PBL(Problem Based Learning) 理論を採用し，学生の主
体的学修を中心としている。
ⅱ 各学生に模擬授業を経験させて教師としての教授経験を積ませるとともに，授業観察に
重点を置いている。観察は自己内省につながるものであり，McIntyre(1993) が提唱して
いるように，自己を振り返り内省するリフレクティブ・プラティスは教員の成長過程に
おいて極めて重要であると考えるからである。
ⅲ 実際の学級における授業実施能力育成のために，各模擬授業では教員側から事前に準備
をして教師役の学生に意図的に負荷をかけている。負荷の具体的事例の一部は次のよう
なものであるが，事前の予告なしに負荷がかけられるため，教壇に立っている教師役の
学生にとってはかなり難しいものばかりである。
《授業内容に関する負荷》（事前に数名の生徒役の学生に役割を指示しておく）
○ 大学生が普通に生徒役をやるだけでは学校の実態からかけ離れた模擬授業となるた
め，授業中の教師側からの質問に，事前に指名されている学生は正答を答えず意図
的に実際の授業の中で起こりうる中学生・高校生らしい誤りを答える。
○ 著者も生徒役として参加し，教師役学生の不十分な箇所を生徒の立場から指摘・質
問する。
《生徒指導に関する負荷》（毎時間，いずれかの負荷を与える）
○遅刻生徒役を１名　○不登校生徒役を１名　○問題行動生徒役を１名
○私的な質問をさせる○ペアで私語をさせる　○体調不良で授業終了５分前に倒れる
　上記のような指導法を用いて実際の模擬授業を教育実習に出る前に本学においてどのよ
うな指導手順で実施しているかの詳細は，付録別表１に示した。同表１は，著者が学生の
模擬授業のために作成し全員に配付している資料である。
　学生たちの模擬授業を見ていると，昔から言われてきた「教師は，自分が教えられてき
たように教えるものである」という言葉を思い出す。指導案を作成し，模擬授業の準備す
る際に，一人で行うとどうしても視野の狭い指導案になりがちである。そのような学生に
とっては，三人寄れば文殊の知恵であり，模擬授業の準備をグループで取り組む意義は計
り知れない。他の学生がそのようにして取り組んだ授業を生徒役という立場だけでなく，
観察者としての立場でも見ることの意義はさらに大きいものとなる。付録別表２は，学生
たちが授業準備の際に使用するよう配付しているチェックリストであり，付録別表３は，
観察者として授業を参観する学生が授業を評価する際に用いる授業評価チェックシートで
ある。
　②模擬授業の成果 ― 学生が作成した「教育実習授業心得集」
　このようにして実施する模擬授業の講義では，受講学生数と講義時間数との関係で，一
人の学生が実際に授業を実施する回数は当然限られることになるが，他の学生が行う相当
数の授業を観察することが可能である。学生たちは，生徒役あるいは授業観察者として，
将来実習校で行うであろう観察実習を大学で経験するのである。また，学生たちは講義外
でも自主的に各グループごとに授業研究を重ねているので，実習前に相当数の授業を経験
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していることになる。著者は毎年，このような模擬授業を通して学生たちが個人で蓄積し
た観察記録を，各グループで出し合いながら整理した後，各グループの代表者が集まり，
収集したデータを編集して「教育実習授業心得集」を作成するよう指導している。学生た
ちは，この自分たちで作成した心得集を持って，各自それぞれ異なる実習校に出て行くが，
毎年，この心得集が学生たちの実習に際しての支えとなっているようである。このように
して作成された心得集 10 年分のエッセンスを，次表７に伊藤（2012）から抜粋して掲載
しているが，本講義を通して行われた学生同士の「学び合い・教え合い」から，学生たち
自身の努力で学び取った貴重な内容になっており，日々の本講義における指導の有りよう
が読み取っていただけるものと考える。
表４　教育実習授業心得集
《授業心得》
（１）教育内容
　①教える側が本当に分かっていないと生徒には伝わらない―教材研究が教師の命。
　② 「何を教えるか」ばかりに気をとられるな。「何を教えないか」も常に意識するこ
と。教える内容の精選がなければ，生徒にとって消化不良の授業になってしまう。
　③ 生徒の興味・関心・意欲を引き出すような題材内容を，できるだけ多方面にわたっ
て取り入れるよう努力する―常にアンテナを高く。
　④ 生徒が活発に活動する授業だけが良い授業ではない。生徒が静かに考える時間を
確保することも同様に大切である。
　⑤ 生徒が帰宅後に，家庭学習をやろうとする動機づけと自分の力で学習できる力を
授業を通して身に付けることを可能にするような教育内容・方法を考える。
（２）指導案作成上の留意事項
　① 本時案を作成する際には，設定した指導目標との一貫性を持たせた授業内容とな
るように配慮する。
　② 授業は生きているので，時間配分には十分留意する。時間が足らない場合，逆に
時間が余る場合などへの対応も想定しておく。
　③ 初めて指導案を見る人が，授業の様子を頭の中に思い浮かべることができるよう
な指導案づくりに努める。
　④日本語を正しく使い，表現形式も統一する。
　⑤各活動における留意点や評価の観点を明確にして，指導と評価の一体化を図る。
（３）観察実習
　① 生徒の授業への取り組みを通して，一人一人の生徒の性格や得意・不得意などを
理解して，その後の指導に役立てる。同様にクラス全体の雰囲気を把握する。
　②観察を通して，担当の先生の指導方針を理解する。
　③ 教師の視点ばかりにとらわれず，「自分が生徒だったらどうしてほしいか」「どいう
ところが嬉しいか」等の生徒側の視点からも観察して，授業計画のヒントを得る。
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（４）指導技術
　ア　明るい声と態度
　① 教室の一番後ろの席に座っている生徒にも聞こえるだけの十分な声量が必要であ
るが，常に大きな声で話していると生徒は集中しなくなる。時には故意に聞き取
れないくらいの小さな声で話すなど，「声」は教師の最も大切な武器であること
を意識して指導にあたる。
　② 自分の個人的な感情は授業にはいっさい持ち込まない。どんな時でも，平常心と
明るい言動を忘れない。
　イ　指名の仕方
　① できるだけ早期に担当する生徒の顔と名前を覚えて，名前を呼んで指名する。
　　 「生徒を名前で呼ぶこと」は，生徒の一人ひとりの人格を大切にすることであり，
すべての教育の出発点であることを深く自覚して実習に臨む。
　② 機械的に指名する場合とランダムに指名する場合を常に考えて，偏りのない指名を
効果的に行う。授業に適度の緊張感をもたらすためにも，指名方法は大切である。
　③ すぐに個人を指名するのではなく，まずはクラス全体に考えさせる。常に「全体
から個人へ」を意識して指名すると，クラス全員が考える習慣がつく。
　④ 指名するばかりではなく，生徒の自主的発言を促し，間違いや失敗が許容される
授業の雰囲気づくりに努める。
　ウ　板書のコツ
　① 生徒が家庭学習でノートを見直した時に，ポイントが分かりやすく，学習の助け
となるような板書を計画的に行う。指導案とは別に板書計画案を準備しておく。
　② 効果的な提示に役立つものはすべて試してみるという気持ちで準備しておく。色
チョーク，イラスト，写真，カード（英語例文・フラッシュカード等），マグネッ
トなど。
　③ 実習に出る前には，大学内の黒板とチョークのある教室で，どの生徒からも見え
るような教師の立ち位置を確認しながら，丁寧である程度の速度で板書できるよ
う練習しておく。通常の中学校や高等学校にある黒板より横幅の長い大学のホワ
イトボードでは，実際の実習では役に立たない場合が多いと先輩から聞いている。
　エ　グループ活動の指導
　① 学習内容の定着のために言語活動を活発に行う英語の授業では，ペアワークやグ
ループ活動が欠かせないが，ややもすると私語が多くなり，集中力を欠く結果と
なるので注意を要する。
　② 効果的なグループ活動には，短く理解しやすい説明と指示が絶対条件であり，各
活動ごとに時間設定をするとメリハリのある活動の切り替えが可能になる。
　③ 生徒同士の教育力を活かすよう努める。教師からの一方的な授業に陥らないよう，
授業中に生徒同士が「教え合う，学び合う」クラスとなるような雰囲気づくりや
そのために有効な活動に関する仕掛けを考える。
　オ　生徒のほめ方と叱り方
　① 生徒の発言はしっかりと聞いて落ち着いて受け止める。「悪いところはすぐ見つ
かるが，良いところは探さないと見つからない」ということを常に意識して冷静
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に聞く。生徒の良い面を見つけてほめることは，生徒のやる気を引き出すだけで
なく，生徒の自尊感情を高めて自己肯定感を育てることにつながる。
　② 実習生にとっては生徒を叱ることは一番難しいことの一つである。毎日の学校生
活の中で生徒との人間関係を築き，叱るべきは叱ることができるよう努力する。
　③ 生徒は教師が何を叱るかをよく見ている。成績の良い生徒は叱らない教師，できない
ことをバカにしたように叱る教師は尊敬されない。生徒が叱られても納得する教師
は，努力をしなかったり，授業や友達を大切にしていないことを公平に叱っている。
　カ　視聴覚機器等の取り扱い
　① ラジカセや CD など，授業でどのような機器が使用可能かを事前によく確認して
おく。
　② 使い慣れた個人の機器ではないことを前提に，使用方法や音量などの調整は必ず
事前に確認しておくとトラブル防止となる。
（５）生徒への対応
　①常にクラス全体に目を配る。
　　→生徒は全員出席しているだろうか？（授業開始時の出欠確認，遅刻生徒への対応）
　　→体調不良者はいないだろうか？（声かけ，体調不良への対応）
　　→授業に参加できていない生徒はいないだろうか？
　② 私語，居眠り，好ましくない態度で授業を受けている生徒には，それぞれの性格
を考慮した上で，教壇から，あるいは机間指導の際に必ず声をかけるなど，放置
しない。ただし，生徒の様子により，授業後に話をするなど柔軟に指導すること
も視野に入れておく。いずれにしても，絶対にどの生徒も見捨てないという教師
の意志が伝わるよう必ず何らかの声かけをする。
　③ 授業中に指摘や質問を受けたら，曖昧な返答をせずに冷静に考えて的確な指導に
努める。だだし，想定外の質問等の場合は，次回までに調べてくる旨を伝えるな
ど，生徒に対して誠実に対応する。あわてて間違った内容を教えてしまわないよ
う注意する。
　④ 生徒の犯す誤りは，その生徒の学習段階を示す貴重な資料であるととらえて，授
業中は，生徒の誤答を忌み嫌うのではなく，その誤りをクラス全体の学習に活か
せるように，教材研究の段階で生徒の誤答を予測しておく。教師の誤答への受容
的な態度は，その教師が教えるクラスに間違いを恐れず学習する生徒を生み出す。
　⑤ 先輩からのアドバイス― 授業評価アンケートを実施する。
　　 授業実習で教えるクラスごとに，生徒にアンケートを依頼して，自分の授業を振
り返る資料とする。時に辛辣な意見があって気分が落ち込んだとしても，結果的
にはそれ以上の価値があると先輩は語ってくれた。
　⑥ 教師だけが一生懸命になっても，生徒だけが一生懸命になっても良い授業にはな
らない。両者がともに一生懸命になる授業を目指そう。
47
一四二
　③「教育実習事前事後指導」
　この科目は教職履修学生が充実した教育実習を経験できるよう実習前後に履修するもの
で，その指導内容は以下のとおりである。
《事前指導》
　ⅰ教育実習を行う上での留意事項
　ⅱ英語及び英語以外の道徳等の模擬授業
　ⅲ本学卒業生を招いての特別講義「学校現場の実情と教員生活」
　ⅳ本学，渡辺和子理事長による特別講義「プロとしての教師について」
《事後指導》
　ⅰ実習日誌の整理と提出
　ⅱ実習反省会による実習の自己評価
　ⅲ実習授業内容の検討―各実習校における研究授業最終指導案の整理と提出
　（３）授業外プログラム
　①教育実習
　教育実習は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則等により，幼稚園，小学校，
中学校，高等学校及び特別支援学校の教員免許を取得しようとする者が幼稚園や小学校，
中学校，高等学校等において，一定期間，校長や指導教員のもとで教育を実際に実地で体
験し，学習し，研究することである。こういう性格を持ち，免許状取得の必修科目である
教育実習には，一般的にいって次の三つの意義がある。
　ⅰ教員を目指す学生にとって，教職の専門性を高める。
　ⅱ 学校教育の実際を体験することにより，自己の学びの足りない部分を発見し，実習後
の大学生活で学習すべき課題を明確にする。
　ⅲ教員としての自己の資質や適性を確認し，自己の進路に対する意識を明確にする。
　近年，実習公害などと揶揄されることもある教育実習であるが，実際の姿は，先輩とし
ての担当教員による後輩の育成という崇高な教育行為であり，実際に，不安そうな顔をし
て心配しながら実習に出た学生たちが，実習終了後には実にたくましく成長して帰ってく
る姿を毎年見ていると，たったこれだけの短期間に人間というものはこれほどまでに成長
するものかと驚くばかりである。学生たちの努力ももちろんあるであろうが，短期間の教
育実習を通して，これだけの人間的成長を可能にする日本の学校及び教師そして生徒のも
つ教育力には，世の中全体がもう少し目を向けてほしいものである。ほんのわずかの不心
得者を不適格教員として悪し様に取り上げては学校崩壊と面白おかしく囃し立てる暇が
あったら，日々真剣に切磋琢磨している学校や教師 ･ 生徒の姿にもう少し光をあててほし
いと願うのは著者だけではあるまい。
　②学生たちによる主体的学修の促進
　２（２）①で述べたように，著者は教職科目に関する指導方針として学生の主体的学修
を中心に置いているが，この考え方の理論的基礎になっている「The Learning Pyramid（学
習のピラミッド）」についてこの項で少し触れておくことにする。Dale（1969）はその著書
の中で「経験の円錐」というモデルを提唱し，このモデルが教育分野向けに改善されて次
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ページ図１に示すような学習モデルが提案された。学習が最も効果を上げるのは「他者に
教える」状況設定時であり，従来型の教師中心主義（teacher-centerd）による受動的な
学習方法よりも，学習者中心主義（learner-centerd）による参加型の学習方法であるとされ
ている。この説には科学的実証の裏付けが不十分であるなどの批判も一部にはあるが，著
者の 25 年間の高校生及び大学生への教授経験から判断しても，教師側からの一方的な知
識伝達型の教授法よりも学習者の関心・意欲を引き出し，学習者の主体的学修を促進する
教授法がはるかに効果的であることは明らかである。また，英語科教育という観点からも，
Shue-Hsing（1980）がその著書の中で次のように述べている点にも留意しておきたい。
　 　"The good teachers are those who make their students busy while they themselves 
have little to do." 
図１　学習のピラミッド
　この理論に基づく学生の主体的学修の促進には，教師側からの仕掛けとしての場面設定
と場所確保が必要となるが，最も大切な点は，いったん場面等を設定した後には教師側か
らの関与を少しずつ減らしていき，最終的には全てを学生の主体性に委ねることである。
　著者が取り組んできた授業外プログラムにおける場面設定と場所確保の実際は次のとお
りである。
　《場面設定》
　ⅰ 後述する各種ボランティア活動説明会の運営を学生に委ね，昨年度経験した上級生が
今年度活動を希望する学生を指導する。
　ⅱ前述したように卒業生による特別講義を定期的に実施する。
　ⅲ ４月当初の学内オリエンテーションの期間中に，４年生が下級生の相談に応じるため
5% 口頭による講義のみ
受動的な学習方法 10% ＋読むこと
20% ＋映像や図を視聴する
30% ＋実物を視聴する
参加型の
学習方法
50% ＋グループによる討議
75% ＋練習すること
90% ＋他者に教える
*Adapted from National Training Laboratories. Bethel, Maine
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の会「教えて先輩」を実施する。
　《場所確保》
　ⅰ前稿第Ⅰ部で詳述したように学生合同研究室を整備している。
　ⅱ教職支援センター内に学生閲覧室を整備している。
　ⅲ この他にも，学内閉鎖時の教員採用試験対策等のために学生たちは必要に応じて，岡
山駅西口の国際交流センターや奉還町商店街にある共用スペース等を利用している。
４　幅広い人間性の養成
　（１）求められる人間性とは
　①自分の間口を広げる
　「間口」という言葉を広辞苑で調べると，「土地・家屋などの全面の幅。表口。」と定義
しているが，ここでは比喩的に人間としての間口，すなわち人間性の幅という意味で使っ
ている。一つの教室には 30 人前後の生徒たちが座って教壇に立つ教師を見つめている。
それぞれが一人ひとり異なる家庭環境で育ち，それぞれの保護者の願いのもとに成長して
きている。教師の人間としての間口が狭いと，その狭い間口にはじかれて一人ひとりの生
徒を受けとめることは不可能である。その一人ひとりの生徒の後ろにいる保護者について
も同様である。
　いろいろな経験の中には，最近，学校でよく目にするようになった学校支援ボランティ
アなどのプログラムも含まれる。教育実習前に学校とはどういう所か，生徒の実態はどう
かなどを直接知ることのできる貴重な体験である。本学では，教職支援センターを中心に
して希望する学生を支援している。
　② 人とつながる力を
　改めて考えてみると，教師という職は他の職と比べてみても大変厳しい職業であること
が分かる。例えば，医師が卒業後１年目から難しい手術を一人で任されることはなく，イ
ンターンという一定の研修期間もある。しかるに新任教師は１年目から一人で授業を担当
し，一人で学級経営を任されるなど，初めから一人前であることを求められる。したがっ
て教師には，お互いに情報を共有し協力して生徒の教育にあたるための同僚性が強く求め
られる。最近の高度に発達した便利な社会では，一日中，人と言葉を交わすことなく生活
することが可能である。生きるための食品にしても，お金さえあれば店員と言葉を交わす
ことなく容易に手に入れることができる。しかも二十四時間いつでも自由にである。その
結果として，人とつながることを避けたり，苦手とする若者が増えたといわれる。教職を
目指す学生とて例外ではない。教師という職業は，生徒は言うに及ばず，同僚の教員，保
護者，地域の人々等，様々な人との関わりで成り立つ職業である。大学時代に，この「人
とつながる力」ということについて自分自身を振り返りながら考えておきたいし，大学時
代の諸活動において（教職であれば，模擬授業の準備，教員採用試験のための自主勉強会
など），グループでお互いを支え合う経験をしっかりと積んでおきたい。
　（２）授業内プログラム
　①「教職特講Ⅰ」～「教職特講Ⅲ」
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　この科目は，本学独自の教職に関する科目（必修科目ではなく選択科目として設置）で
あり，担当者は本学教職支援センターに所属する教職相談員である。本学では教職相談員
を６名配置（初等５名，中等１名）しているが，この科目担当者は，中等教職相談員で元
岡山市立富山中学校長の松田和子先生にお願いしている。豊富な教員経験を活かしてそれ
ぞれ次のような内容で指導をいただいている。
　ⅰ「教職特講Ⅰ」
　　○教師を目指す学生にとっての基礎基本
　　○教育実習のための基礎基本　　　○学校支援ボランティアのための基礎基本
　ⅱ「教職特講Ⅱ」
　　○教育実習のための実践的技術　　○教員採用試験に向けての準備
　ⅲ「教職特講Ⅲ」
　　○学校現場に出るための準備　　　○より良い教師を目指して
　学生たちにとっては目標とすべき女性教師の先輩としての存在であり，在学時の講義だ
けではなく，卒業後にも教員生活上の悩みに対する相談にのっていただいている。
　②卒業生による特別講義
　本学では卒業生の教育力を学生の指導に活かすために，本学を卒業後，中学校及び高等
学校で勤務している現役英語教師に年間計画に沿って各学年の発達段階に応じた内容で特
別講義を依頼している。各講座には学年指定をしているが，希望する学生には指定外の学
年の学生にも受講を認めている。具体的な講義内容は次の表５のとおりであり，それぞれ
の講義の講師は中学校及び高等学校に勤務する本学卒業生各１名である。
表５　卒業生による特別講義の内容
　（３）授業外プログラム
　①各種ボランティア活動
　将来，教師を目指す学生たちには，時間が十分にとれる大学時代に，教職一般の学びと
ともに，様々な生きた体験や多くの人と出会って，許容量の大きい，引き出しの多い心豊
かな人物に成長して欲しいと願っているが，このような成長を促す契機として学外での学
びは大きな役割を果たすと考えている。以下に，学生が取り組んできた学校教育に関する
ボランティア活動をまとめて示す。
　ⅰ英語絵本の読み聞かせ（学校支援ボランティア・岡山市立石井小学校）
対象学年 実施時期 実施科目名 実　　施　　内　　容
２年 １月 英語科教育法Ⅰ ○学校の実情　○英語教師としての生きがい
３年 11 月 英語科指導法演習Ⅰ ○教師を目指す学生へ先輩からのアドバイス
４年 ５月 英語科指導法演習Ⅱ ○教員採用試験の実際と対策
４年 10 月 教職実践演習 ○職業としての教師　○卒業前にやれること
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　　 英語イマージョン教育に取り組んでいる同校で，小学校１年生から６年生の各クラス
に入り，学級担任の指導のもと，児童に英語絵本の読み聞かせを行っている。主に２
年生を中心に派遣しており，教職履修初期の学生にとっては学校や子どもの姿を直接
に学ぶ絶好の機会となっている。
　ⅱ国際科授業の補助（学校支援ボランティア・清心女子大附属小学校）
　　 外国籍の児童を多く受け入れている同校のクラスに入り，担任の指導のもと授業補助
を行っている。主に２年生を中心に派遣しており，英語を通して学ぶ小学生の姿から
自己の英語力を振り返る良い機会となっている。
　ⅲ中学校での学び（学校支援ボランティア・岡山市立岡山中央中学校 他）
　　 本学と岡山市教育委員会との連携協定に基づき，３年生を中心に派遣し，英語授業の
補助，放課後の部活動指導への支援等の様々な体験を行っている。学生の居住地によっ
ては，他の岡山市内，倉敷市内の中学校へのボランティアも可能となっている。教 
育実習を次年度に控えた学生にとっては，学校とはどういう所か，生徒の実態はどう
かなどを直接知る貴重な体験となっている。
　Ⅳイングリッシュ・ランドへの派遣（岡山県国際課主催）
　　 岡山県が平成 24 年度から県下小学生を対象として３地区で実施している１日英語体
験事業に，４年生を中心に毎年 10 名を派遣している。10 名の英語母語話者と小学生
との橋渡し役を務めながら，事業の運営にも協力している。
　これらのボランティア活動に参加する学生には，事前事後指導の一貫として自己評価表
の提出を義務づけており，教職支援センターでとりまとめデータ化して指導に活かしてい
る。紙面の都合上，ここで詳しくは触れないが，興味のある方は次の各事業報告書を参照
していただきたい。
　⒜文部科学省平成 21 年度採択
　　「大学教育・学生支援推進事業」“こころをつなぐ学生支援”事業報告書　平成 24 年３月
　⒝文部科学省平成 23 年度採択
　　 「大学生の就業力育成支援事業」“保育職・教職のための体験型就業力育成”事業報告書
平成 25 年３月
　⒞文部科学省平成 24 年度採択
　　 「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」“保育職・教職のための産
官学連携によるＣＣＰＭ力の育成”事業報告書　平成 26 年３月
　②同窓会主催「東京アカデミー・教員採用試験対策講座」
　本学では，毎年８月に３年生の保護者及び本人に同窓会が主催する標記の学内講座案内
を送付している。この学内講座は，１年後に教員採用試験を控えた学生たちにとっては受
験を意識して計画的に学習をする契機と動機づけとなっているだけではなく，全学全学科
の教職履修学生が受講可能なため，様々な学校種及び教科の教員を目指す学生たちが一緒
に学ぶ機会を提供している。著者が願う教職履修学生たちによる学科の壁を超えた学び合
いの創出に大きな役割を果たしている。
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　おわりに
　本学が立地する岡山県は，江戸時代末期に明治維新を支えた人材を輩出したことで有名
な緒方洪庵を生み出した。彼が大阪に開いた「適々斎塾（適塾）」は，洪庵本人だけではなく，
自身たちも塾生という学ぶ立場にあった福沢諭吉や大村益次郎らが塾頭として他の塾生の
教育にあたっていたことで知られている。本学英語英文学科の教員養成においても，学生
が相互に学び合う教育環境を整備し，さらに卒業生の教育力を取り込むことで，教職課程
が本学にとって「現代の適塾」となるよう取り組んできた。次回，執筆予定の第Ⅲ部では，
これらの取り組みの総まとめとして，10 年間の履修学生の状況と履修者数・採用試験合
格者数の推移を通して実践報告をすることにしている。
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付　録
別表１　模擬授業の進め方について
１　授業の進め方
　（１）グループで計画・立案する。
　（２）各グループがそれぞれ２回担当し，50 分授業を二人で各 25 分ずつ分担する。
　（３）指導案は，授業実施の週の月曜日午前中までに研究室へ提出する。
　（４）各授業には観察グループを一つ置き，その他の学生は生徒役となる。
　（５）模擬授業終了後，授業実施グループは全員メモを取れる準備をして前に出る
　（６）授業評価の手順は，以下に示す通りである。
　　　①観察グループの感想　→　②生徒役の感想　→　③授業実施者の反省
　　　④その他の２名の反省　→　⑤指導教員による総括
２　グループのメンバー構成　　※奇数班は中学校　偶数班は高等学校
３　日　程
　※第12回の４班は，TTの模擬授業を行う。第14回の６班は，道徳の模擬授業を行う。
　※①〜⑥は，各授業における観察グループを示している。
４　その他の注意事項
　（１）準備に際しては，学生合同研究室を十分活用すること。
　　　○様々な活用できる資料を用意している。　○資料は持ち出し厳禁
　（２）模擬授業を行う際の服装は，実習に出るときの服装で。
　（３） グループで活動・準備をするため，四人の日程を合わせることが大変になるが，
グループで取り組むことの意義を十分に考えて全員で協力して授業を創ること。
１班 ２班 ３班 ４班 ５班 ６班
第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回
講　義 ４年生体験談
模擬授業
１班②
〃
２班③
〃
３班④
〃
４班⑤
〃
５班⑥
〃
６班①
第９回 第 10 回 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 第 15 回 第 16 回
模擬授業
１班③
〃
２班④
〃
３班⑤
〃
４班⑥
〃
５班①
〃
６班②
講　義
まとめ 試　験
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別表２　授業準備のためのチェックリスト
《指導案の作成》
　□①１時間のねらいが明確になっているか。（学習指導要領との関連で）
　□②目的達成につながる指導内容・指導計画となっているか。
　□③生徒の興味・関心に応じた教材の工夫があるか。
　□④生徒の主体的な学習を促す工夫や仕掛けがあるか。
　□⑤指導と評価の一体化がなされているか。
　□⑥導入・展開・まとめ等，授業に山がありメリハリのある１時間になっているか
　□⑦学習内容の定着のための言語活動が位置づけられているか。
　□⑧生徒の反応に応じて臨機応変に変えることのできる「案」になっているか。
　□⑨授業全体の時間配分は適切か。
　□⑩指導内容が精選されているか。（教え過ぎに陥っていないかを常に意識する）
《授業シミュレーション》
　□①適切な発問を考えているか。（生徒が自ら思考を深めることができるか）
　□②適切な指示を考えているか。
　　（工夫された活動も簡潔で生徒にとって理解しやすいものでなければ意味がない）
　□③板書計画はできているか。（生徒のノートテイクを意識したものであるか）
　□④生徒の学習意欲を高める言葉かけを意識しているか。
　□⑤生徒の授業中の誤答への対応を考えているか。
　□⑥生徒に笑顔で快活に語りかけるための心の構えはできているか。
　□⑦効果的な指名の仕方について配慮しているか。
　□⑧授業者がしゃべり過ぎていないか。
　□⑨生徒が自分で静かに考える時間を確保しているか。
　□⑩指導計画が整理された計画的な板書になっているか。
《教材研究》
　□①正しい発音で教科書の英文が音読できるか。
　□②教科書の英文が暗記できているか。
　□③説明に不正確さ・曖昧さ・誤りがないか。
　　（知っていることと教えることは全く別のことである）
　□④易しい言葉で説明できるか。（文法用語を叫んで終わっていないか）
　□⑤状況設定のある，具体的な言語使用の場面を工夫しているか。
　□⑥生徒の生活との関連を意識した教材開発を行っているか。
　　（生徒や教師の身の回りの情報をいかに収集し活用できるか）
※授業計画・準備の段階で意識できた項目には□にチェックを入れる
55
一三四
別表３　授業評価チェックシート
授業実施グループ （ ）班 授業者 ○○ ○○ 使用教室
授業実施日 平成○年○月○日（○） 第○校時 学校種 中学校・高等学校
単 元 名
評価基準： ４・あてはまる ３・ややあてはまる ２・あまりあてはまらない １・あてはまらない 評価できない場合は未記入
①生徒の実態に応じた内容となっている。 ４ ３ ２ １
②指導内容が精選されている。 ４ ３ ２ １内
容 指導案で設定した目標と本時案の指導内容が対応している。 ４ ３ ２ １
④教具・教材・例題・補充プリント等がよく工夫されている。 ４ ３ ２ １
⑤教師の英語の発音がよい。よく練習して授業にのぞんでいる。 ４ ３ ２ １
⑥言語運用能力育成のために，適切な言語活動が組み込まれている。 ４ ３ ２ １英
語 Classroom Englishを効果的に用いて授業ができている。 ４ ３ ２ １
⑧状況設定など，言語使用の場面を意識的につくっている。 ４ ３ ２ １
板 ⑨漢字の筆順，文字の大きさ等が適切で，丁寧に書いている。 ４ ３ ２ １
書 ⑩指導内容が整理された計画的な板書になっている。 ４ ３ ２ １
全員に聞こえる声で，分かりやすく発問・指示している。 ４ ３ ２ １発
問 生徒の思考を深める発問をしている。 ４ ３ ２ １
⑬メリハリのある授業展開ができている。（導入・展開・まとめ） ４ ３ ２ １
⑭クラス全体に目が届きながら，個々の生徒もよく把握している。 ４ ３ ２ １
⑮机間指導で生徒の様子を把握し，評価や個別指導を行っている。 ４ ３ ２ １
⑯質問や生徒の誤答に適切に対応している。 ４ ３ ２ １
授
業
展
開 ⑰生徒の良い点を見つけて，適切にほめている。 ４ ３ ２ １
⑱授業規律が定着している。 ４ ３ ２ １
評 学習の評価を念頭に置いて授業を行っている。 ４ ３ ２ １
価 生徒の学習上の成果や課題，つまづき等を的確に把握している。 ４ ３ ２ １
時間通りに授業を始め，時間通りに授業を終わっている。 ４ ３ ２ １
あわてたり感情的になっても，平常心に戻ろうとしている。 ４ ３ ２ １
文法用語に頼らない説明ができている。 ４ ３ ２ １
学習が遅れがちな生徒への配慮があり，分かる授業を行おうと ４ ３ ２ １努力している。
教
師
の
姿
勢 教師としての情熱や人間性を感じさせる授業であった。 ４ ３ ２ １
名者察観業授トンメコの者察観業授 （ ）
⑫
⑪
⑳
⑲
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕
⑦
③
